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　環境研究は本学会の 重要な主題 で ある 。 環境研

究 の 対象や課題 の 個別設定は 可能だが 、 環境問題

は複雑 に連 関す る包括的社会性 をもつ
。 本書 の 主

題 は森林管理 と生物多様性 の 維持で あ り、
ロ シ ア

極東の 森林調査 を踏 まえ、日ロ 共通 の 森林問題 に

姆する見方 と考 え方 の 提示 を 目的 と して い る 。 サ

ハ リ ン、北海道、東北地 方 とロ シ ア 沿海州 を中心

に針広混交林が存在する 。 ロ シ ァ で はチ ョ ウ セ ン

ゴ ヨ ウ が多 く、日本で はササ類が 表土 を覆 う。 そ

れ 以外は ほ ぼ 同じだ とい う。しか も、当地域 間の

貿易は 日本の木材輸入が主 で あ る。沿海州 の 混交

林 とは シ ホ テ ーア リ ン 山脈地域 の 森林 で ある 。 著

者は 、面積ほ ぼ 2000万 ha弱、林木 蓄積 30億 In3 と

推定 し た 。 日本全体が、それぞれ 2500万ha、31億

m3 で ある 。 広大 さが わか ろ う。 こ こ が、森林乱

開発 、 動植物の 乱獲 、 観光開発の危険 に さ らされ

て い る 。 日本の 合板の北洋材転換、韓国、中国の

輸入増加の た め 伐採地の奥地化 も進ん だ 。

　対策は 「先住民 な どの伝統的な森林利用 の 分析

を基礎 に」「科学的な森林施業技術に 高め る 」の

が 自然 へ の 「負荷 の 少な い 、 最 も無理の ない 方法」

だ と著者 は い う。 森の 伝統を象徴する民話 も登場

する 。 ネズ ミが貯 えた樹 皮 、 樹根 を採る時 「ネズ

ミ さん、あなた と物 々 交換にきました」 とパ ン を

お い て い く。 「もし水が あ ろ うと も、 そ こ に一匹

の魚 もい な い な ら、私 は水を信 じない 。 た とえ空

気の 中に酸素が あるにせ よ、そ こ に ッバ メ が 飛 ん

で い ない の な ら、私 は空気 を信 じな い 。 そ して 、

獣たち の い ない 森は、もう森 で は ない 」。

　官僚に よる森林管理 の 限界は日 ロ 共通 の 課題 で

ある 。 「ボ トム ・ア ッ プ方式の 森林 管理 に は、地

方自治体に よ る分権的な森林管理 と住 民 自治が何

よ り必要」 とし、生物多様性原則が尊重 され る管

理に は 「伝統的な森林利用 とそ の 担 い 手、担 い 手

か ら構成され る コ ミ ュ ニ テ ィ は不可欠 の 条件」 と

した 。 日本で は縦割 り行政 も加わ る 。 自然や 資源

は
一体で有機的連結性を有する 。

一
体に扱うこ と

で 合理 的管理が可能 と し 「共和国 ・地方の もつ 天

然資源 委員会方式 の ロ シ ア の 森林管理は そ れ が 地

方自治 の 理念 に則 り、 総合的に 地域性 を生 か し、

機能す るな らば」日本で も検討すべ きだ と述 べ る。

ア ヌ
ー

チ ノ の 自然保護運動の前進は ペ レ ス トロ イ

カの
一

環 で 「森林、林業部面で の 民主化運動の
一

環で 」 ある との 指摘 は重要 で あ る 。 た とえば、マ

ツ ク イ ム シの 被害 は 、 対策予算に応 じて増減する 。

「森林破壊 や 自然破壊 は 、 ほ と ん ど が 自然現象で

は な くて 、社 会現象で あ る」。 そ の 再認識は 、日

ロ に共 通 した課題 だか らで ある 。

　著者 は、デ
ー

タの 公 開、交換か ら始め よ と指摘

する。具体的提言 も多い 。 ケ
ー

ス を増や し各国語

に訳 し、本書を こ の 地域 の 森林共 同研究 へ の 第一

歩と して はどうだ ろ う。 なお、菊間会員 は 、
ロ シ

ア ・韓国などの森林 調査 に活躍す る と と もに 、 本

書に も引用され るM ・デ ィ メ ノ
ー

ク 『どん ぐりの

雨』 （北海道大学図書刊行会、1997年） の 共訳者

で もある 。 併読 をお勧め したい 。
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